
Ita
k
o

C
ity

C
o

u
n

c
ilN

e
w

s
Ita

k
o

C
ity

C
o

u
n

c
ilN

e
w

s

N
o
.2

0
0

2
0

2
5

.1
0

.2
3

第
3
4
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
　
～
潮
来
市
か
ら
参
加
し
た
ク
ル
ー
の
皆
様
と
一
緒
に
～

第
3
4
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
豊
岡
大
会
　
～
潮
来
市
か
ら
参
加
し
た
ク
ル
ー
の
皆
様
と
一
緒
に
～



令和７年10月　潮来市議会だより 200 号 2

条例制定及び改正　６件
潮来市職員の育児休業等に関する条例及び潮来市職員の勤務時間，休暇等に関する条例
の一部改正について 原案可決

潮来市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決
潮来市立潮来ヘルスランドさくらの設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決
潮来市太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決
潮来市都市公園条例の一部改正について 原案可決
潮来市運動施設条例の一部改正について 原案可決
補正予算　５件
令和７年度潮来市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
令和７年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
令和７年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
令和７年度潮来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
令和７年度潮来市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
認定　４件
令和６年度潮来市歳入歳出決算認定について 認定
令和６年度潮来市水道事業会計決算認定について 認定
令和６年度潮来市工業用水道事業会計決算認定について 認定
令和６年度潮来市下水道事業会計決算認定について 認定
報告　２件
令和６年度潮来市健全化判断比率の報告について 報告
令和６年度潮来市資金不足比率の報告について 報告
契約変更　１件
工事請負契約の変更について（Ｒ06国補前川運動公園多目的広場人工芝工事）　※追加議案 原案可決
同意　１件
潮来市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　※追加議案 同意
諮問　１件
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて　※追加議案 適任
請願　２件
ひきこもり基本法の制定を求めるための意見書採択を求める請願 採択
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を
求める請願 採択

議員発議　2件
ひきこもり基本法の制定を求める意見書の提出について 原案可決
教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について 原案可決

会　　　期：９月２日～24日（23日間）
審議議案等：24件
（市長提出議案等：17件、追加議案等：3件、請願：2件、議員発議：2件）

令和7年
第3回9月定例会

審議議案と議決結果
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高騰している人件費及び光熱水費の一部を利用者が負担することにより安定した運営を図る
ため、使用料の一部を改正するもの。改正後の使用料は次のとおりです。

潮来市立潮来ヘルスランドさくらの設置及び管理に関する条例の一部改正について

使用区分 改正前 改正後 増額

一般 市内 477円 577円

100円
市外 667円 767円

中学生及び高校生
高齢者（満70歳以上）

市内 191円 291円
市外 381円 481円

小学生 市内 無料 100円
市外 無料 200円 200円

小学生未満 無料 無料 変更なし
※別途消費税が加算されます。

歳出　高齢者交通対策事業補助金　　648万2千円
高齢者タクシー利用料金助成事業の制度改正に伴う10月以降半年
分の助成費用。
10月１日から制度の一部を見直し、より利便性の高い内容に改正
されました。
【主な見直しの内容】
　�1枚の金額300円、1回の利用上限額：1,200円（4枚まで）、交付枚数年間80枚（令和7年
10月以降は40枚）
　迎車料金も利用できるようになりました。
詳しい制度内容や申請方法などについては、潮来市ホームページをご確認いただくか、市役
所高齢福祉課までお問い合わせください。

令和７年度潮来市一般会計補正予算（第２号）

太陽光発電設備の適正な設置及び管理について必要な事項を定め、
災害の防止、良好な景観の形成及び生活環境の保全を図り、市民の
安全と安心を確保するために制定するもの。
対象となるのは、発電出力が10キロワット以上の事業用の太陽光
発電設備であり、事業者等に対しては、本条例及び関係法令を遵守
することはもちろん、災害の防止や生活環境・自然環境の保全に十分配慮すること、さらに
近隣関係者及び地域住民等との良好な関係を保つよう努めることを求めています。

潮来市太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関する条例の制定について

気になる議案をチェック議案ピックアップ

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
議
案
と
議
決
結
果
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数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
5ページから17ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をしたり、報
告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 平田　健三 議員　P.16　
	1　「地域密着型サービス」の支援強化を！
	2　「ひきこもり支援」の対策充実を！
	3　�「津軽河岸あと広場」の利活用を！
	4　�「リチウムイオン電池・小型家電」の分別・回
収強化を！

	 兼平　直紀 議員　P.15　
	1　潮来市の財政について
	 2　�地域医療を守るために
	3　�粗大ごみ処理施設修繕か委託か

	 阿部　慶介　議員　P.14　
	1　�日の出5丁目交差点の危険な状態改善されたか？
	2　�市長宛に提出した提言書の日の出蓋掛けは？
	3　防災訓練の大切さを！
	 4　潮来市に企業誘致は必要！について
	5　中学校統合後のスクールバスについて
	6　�障害者の方に優しいまちづくり！市内公共施設の障害者用駐車スペースについて！
	7　�潮来市のこども達全員が英語を話せるまちづくり！

	 吉川　利一 議員　P.13　
	1　過疎対策について
	2　�なめがた地域医療センターの救急救命機能復
活について

	 3　潮来市の観光について

	 黒須　俊行 議員　P.12　
	1　空き家対策について
	2　都市公園の整備について
	3　高齢者タクシー利用料金助成事業について
	4　潮来駅と延方駅の環境整備について

	 和田　直子 議員　P.8　
	1　居場所づくりと市民協働について
	2　�社会基盤施設の長寿命化について

	 田崎　清 議員　P.7　
	1　救急救命地域医療について
	2　前川運動公園サッカー場について
	 3　イノシシの被害対策について
	 4　宿泊税について

	 志村　一 議員　P.6　
	1　�２回目となるコミュニティバス実証運行につ
いて

	2　�10月からの助成内容が変更となる高齢者タク
シーについて

	 鴇田　正信　議員　P.5　
	1　�潮来市に進出している外国企業（韓国・中国）の

対応について
	2　潮来小学校体育館改修について
	3　潮来祇園祭禮について
	4　�これから先、潮来市をどの様なビジョンで活性化

するのか

	 石田　裕二 議員　P.10　
	1　企業誘致について
	2　小・中学校 学校統合について
	3　潮来市「ふるさと納税」の取り組みを伺う

	 飯島　康弘 議員　P.9　
	1　『６つの提言の進捗』について
	2　�子育て支援事業『多子世帯の利用者負担軽減
事業』見直しについて

	3　『在宅医療と行政の関わり方』について

	 佐々木　徹　議員　P.17
	1　�牛堀中と潮来一中の統合において不平等はな
いか

	2　クリーンセンターの火災から7か月が過ぎた現在
	 3　お米について
	4　子ども食堂について

	 小沼　英明　議員　P.11　
	1　�アントラーズＦＣと潮来市で行う９月17日からのふるさと納

税を活用したクラウドファンディングプロジェクトについて
	2　市内の危険な空き家について
	3　�令和７年８月８日付で不適正な事務処理に係る本

市職員を懲戒処分とした。
	4　クリーンセンター火災のその後について
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光
地
で
あ
る
。
今
は
昔
の
勢
い
は
な

い
。
昔
の
地
名
度
を
取
り
戻
し
て
行

く
為
に
は
、
ど
の
様
な
ア
イ
デ
ア
を

も
っ
て
活
性
化
さ
せ
る
の
か
、
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
年
間
を
通
し
た
観
光
事
業
創
出
の

た
め
、
ろ
舟
運
航
や
広
域
連
携
事
業

な
ど
を
推
進
。
ま
た
、
地
域
活
性
や

観
光
誘
客
に
繋
げ
る
た
め
「
潮
来
市

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
前
川
周
辺
の
景
観
形
成
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

持
続
可
能
な
観
光
事
業
を
水
郷
潮
来

観
光
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
と
共
有
し
、
よ
り
一
層
の
魅
力
向

上
を
図
り
た
い
。

問　
去
年
に
引
き
続
き
茨
城
県
民
俗

文
化
財
活
性
促
進
事
業
に
選
ば
れ
て

補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
補
助

金
が
潮
来
祇
園
祭
禮
の
発
展
の
為
に

ど
の
様
に
活
用
し
た
の
か
、
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
１
点
目
と
し
て
、
お
祭
り
開
催
・

運
営
事
業
で
は
、
祭
禮
ポ
ス
タ
ー
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
製
作
、
警
備
本
部

設
営
費
、
仮
設
ト
イ
レ
レ
ン
タ
ル

料
、
山
車
Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ
ン
タ
ル
料
に
活

用
し
て
い
る
。

　
２
点
目
と
し
て
、
民
俗
文
化
財
公

開
・
継
承
事
業
で
は
、
お
囃
子
道
具

類
の
新
調
や
修
繕
、
獅
子
銅
衣
新
調

に
活
用
し
て
い
る
。

　
３
点
目
と
し
て
、
記
録
・
情
報
発

信
事
業
で
は
、
祭
禮
の
記
録
撮
影
、

お
獅
子
演
奏
の
音
源
収
録
な
ど
に
活

用
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

問　

潮
来
は
ア
ヤ
メ
で
有
名
な
観

問　
潮
来
市
の
発
展
に
貢
献
し
て
来

た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ

テ
ル
が
経
営
難
や
い
ろ
い
ろ
な
事
情

に
よ
り
手
放
し
た
物
件
を
外
国
企
業

（
韓
国
・
中
国
）
が
相
次
い
で
購
入

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
。
潮
来
市

で
は
外
国
企
業
（
韓
国
・
中
国
）
に

対
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
建
物
は
建
設
時
に
関
係
法
令
の
許

可
を
受
け
て
い
る
の
で
、
改
め
て
確

認
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
市
民
の

安
全
や
生
活
環
境
に
影
響
が
あ
る

場
合
は
、
状
況
を
確
認
し
た
上
で
対

応
し
て
い
く
。
そ
の
際
は
、
市
民
の

安
全
と
法
令
遵
守
を
確
保
す
る
た
め

に
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
茨
城
県
、

庁
内
関
係
部
署
、
そ
の
他
関
係
機
関

と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問　
潮
来
小
学
校
体
育
館
改
修
に
於

い
て
請
負
業
者
が
事
故
を
起
こ
し
工

事
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
学
校
行
事

に
影
響
な
い
の
か
、
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
市
で
は
緊
急
安
全
対
策
会
議
を
開

き
早
急
に
対
処
し
、
事
故
か
ら
11
日

間
で
労
働
基
準
監
督
署
の
使
用
停
止

命
令
解
徐
と
な
り
、
安
全
確
認
と
事

故
現
場
の
安
全
対
策
が
完
了
し
た
た

め
再
開
し
た
。

　
工
事
ス
ト
ッ
プ
で
工
期
の
延
長
は

施
工
会
社
及
び
監
理
会
社
と
工
程
を

再
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
契
約
期
間
で

あ
る
令
和
８
年
１
月
20
日
に
工
事
は

完
成
す
る
予
定
と
な
り
、
工
期
の
延

長
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。　

小
学
校
の
行
事
、
児
童
教
育
に
影
響

な
い
の
か
に
つ
い
て
、
工
事
の
延
長

は
な
い
の
で
、
工
事
延
長
に
よ
る
行

事
等
の
影
響
は
な
い
。
な
お
、
体
育

館
を
利
用
出
来
な
い
期
間
の
体
育
の

授
業
に
つ
い
て
は
、
潮
来
小
学
校
の

児
童
は
バ
ス
を
利
用
し
て
津
知
小
学

校
ま
で
行
き
、
津
知
小
学
校
体
育
館

で
体
育
の
授
業
や
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ

潮
来
市
に
進
出
し
て
い

る
外
国
企
業
（
韓
国
・
中

国
）
の
対
応
に
つ
い
て

潮
来
小
学
校
体
育
館
改

修
に
つ
い
て

潮
来
祇
園
祭
禮
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
先
、
潮
来
市

を
ど
の
様
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

活
性
化
す
る
の
か

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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額
約
１
万
７
，０
０
０

円
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
勘
案
し
、
交
付

枚
数
及
び
年
間
最
大
助

成
額
が
定
ま
っ
た
。

問　
助
成
券
利
用
の
上
限
を
３
０
０

円
の
助
成
券
４
枚
ま
で
と
し
た
理
由

は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
助
成
券
は
、
タ
ク
シ
ー
迎
車
料
金

３
０
０
円
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
有

償
実
証
運
行
の
乗
車
券
に
も
使
用
で

き
る
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
タ
ク
シ
ー

利
用
の
際
に
も
、
利
用
者
が
無
駄
な

く
使
用
し
や
す
く
な
る
。
タ
ク
シ
ー

券
の
利
用
率
の
向
上
や
利
便
性
を
図

る
た
め
、
上
限
を
３
０
０
円
の
助
成

券
を
４
枚
ま
で
と
し
た
。

　

島
崎
城
趾　

　
　
⬇

　

台
上
戸
集
落
セ
ン
タ
ー　

　
　
⬇

　

大
塚
野
第
４
児
童
公
園　

と
す
れ
ば
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の

２
地
区
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
有
償
実
証

運
行
に
当
た
り
、
道
路
運
送
法
上
の

申
請
を
し
て
い
る
。
現
在
、
国
土
交

通
省
で
審
査
を
し
て
い
る
段
階
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

問　
今
回
の
運
行
は
有
料
と
さ
れ
た

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
良
さ
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
為
に

も
前
半
３
ヶ
月
を
無
料
に
し
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
今
年
度
の
有
償
実
証
運
行
に
つ
い

て
は
、
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

の
決
定
事
項
で
あ
り
、
有
償
に
よ
る

利
用
率
の
変
化
や
実
態
等
を
見
る
こ

と
は
、
今
後
の
持
続
可
能
な
公
共
交

通
を
検
討
し
て
い
く
上
で
重
要
な
要

素
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有
償
に
よ
る

実
証
運
行
と
な
っ
た
。

問　
ま
だ
、
実
証
運
行
さ
れ
て
い
な

い
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
現
時
点
で

は
、
市
内
全
て
の
公
共
交
通
空
白
地

域
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
、
こ
の
組
み
合
わ

せ
た
形
で
の
取
組
の
中
間
地
点
で
あ

り
、
今
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
の
見
直
し
な
ど
と
も
合
わ
せ
て
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

問　
本
年
度
、
９
月
ま
で
は
９
０
０

円
の
助
成
券
を
２
１
，６
０
０
円
分

発
行
、
１
０
月
か
ら
は
３
０
０
円
の

助
成
券
を
１
２
，０
０
０
円
分
発
行

と
な
っ
た
。
９
，６
０
０
円
の
減
額

の
経
緯
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
利
用
実
態

は
、
１
，２
０
０
円
以
下
の
乗
車
が

多
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度

の
実
績
は
、
利
用
率
約
41
％
で
あ

り
、
平
均
助
成
額
は
一
人
あ
た
り
年

問　
実
証
運
行
ル
ー
ト
の
微
変
更
は

可
能
か
？

【
議
会
・
提
案
資
料
】

【
微
変
更
提
案
内
容
の
説
明
】

　
今
回
の
ル
ー
ト
で
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
⬇

　

大
塚
野
第
４
児
童
公
園　

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
も
っ

た
い
な
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
⬇

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　志
し
 村
むら
  　一

はじめ

２
回
目
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
に

つ
い
て

10
月
か
ら
の
助
成
内
容

が
変
更
と
な
る
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
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令
和
６
年
度
管
理
費
用
は
５
０
３

万
３
，２
０
０
円
。

問　
芝
生
広
場
が
非
常
に
荒
れ
て
い
る

状
況
で
あ
っ
た
が
、
何
が
あ
っ
た
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
芝
生
が
荒
れ
た
要
因
は
、
４
月
上

旬
の
大
雨
が
続
い
た
あ
と
、
降
雨
の

状
況
で
も
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ず
大
会
を

実
施
し
利
用
し
た
た
め
芝
生
が
削
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

再
問　
荒
れ
た
芝
生
を
市
民
の
税
金

で
な
お
し
、
利
用
に
支
障
を
き
た
し

た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
雨
の
関
係
で
芝
生
が
緩
み
削
ら
れ

た
た
め
傷
ん
で
し
ま
い
養
生
期
間
を

設
け
利
用
で
き
な
い
期
間
が
あ
っ
た
。

　
利
用
状
況
の
良
い
前

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
の
で

人
口
交
流
を
含
め
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
も

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
た

搬
送
先
と
搬
送
時
間
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
搬
送
先
は
、
印
西
市
日
本
医
科
大

学
千
葉
北
総
病
院
。
搬
送
時
間
は
、

事
故
現
場
よ
り
ヘ
リ
の
到
着
場
所

（
前
川
運
動
公
園
）
ま
で
の
１１
分
で

あ
る
。

問　
救
急
患
者
の
最
長
の
搬
送
先
、

搬
送
時
間
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
７
年
１
月
１
日
～
８
月
２７
日

の
期
間
に
お
い
て
千
葉
市
で
56
分
で

あ
る
。

問　
行
方
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
は
病
床

１９９
、
近
隣
自
治
体
よ
り
９
億
円
も
の
出

資
支
援
よ
る
施
設
で
あ
り
、
救
急
医
療

充
実
に
向
け
潮
来
市
こ
ど
も
計
画
案
に

て
、
県
鹿
行
管
内
自
治
体
と
連
携
し
て

取
り
組
む
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

回
答
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組

み
、
進
捗
状
況
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
茨
城
県
保
健
医
療
計
画
に
基
づ
き

鹿
行
南
部
地
域
（
潮
来
・
鹿
嶋
・
神

栖
）
を
２
次
救
急
医
療
体
制
の
基
本

と
し
て
地
域
の
病
院
が
輪
番
制
に

よ
り
２
次
救
急
医
療
を
提
供
し
て
い

る
。
３
市
で
協
定
を
結
び
、
救
急
医

療
体
制
や
周
産
期
医
療
を
確
保
す
る

た
め
、
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
病

院
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
小
児
科
に
つ
い
て
は
、
鹿
嶋
市
に

夜
間
小
児
救
急
診
療
所
が
あ
り
、
潮

来
市
民
も
利
用
で
き
る
よ
う
潮
来
市

か
ら
負
担
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
潮
来
保
健
所
主
催
の
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
隣
接
す
る
千
葉
県
と

の
連
携
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

再
問　
市
長
の
演
説
に
お
い
て
潮
来
市

議
会
は
行
方
医
療
セ
ン
タ
ー
請
願
、
こ

の
間
違
っ
た
請
願
に
賛
成
し
た
議
員
が

い
る
と
い
う
発
言
を
さ
れ
て
お
り
、
ど

こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
庄
司
副
市
長

　
請
願
事
項
の
「
地
域
医
療
構
想
で

病
床
や
医
師
の
養
成
定
員
が
削
減
さ

れ
る
方
針
が
あ
る
が
」
と
い
う
部
分

が
、
こ
の
よ
う
な
方
針
は
な
い
と
県

に
も
確
認
し
て
い
る
た
め
、
誤
り
が

あ
る
と
の
発
言
に
な
っ
た
。

再
問　
救
急
医
療
に
つ
い
て
鹿
行
管

内
自
治
体
と
連
携
し
て
取
組
む
と
市

長
は
述
べ
て
い
る
。
病
院
の
機
能
維

持
普
及
を
求
め
て
い
く
方
針
を
か
か

げ
当
選
し
た
行
方
市
長
。

　
行
方
市
に
対
し
て
潮
来
市
は
ど
の

よ
う
に
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
向

き
合
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
行
方
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
が
充
実

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
想
的

で
は
あ
る
が　
現
時
点
で
す
で
に
規

模
が
縮
小
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
外

来
機
能
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

市
内
、
市
外
の
直
近
半
年
の

サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

〈
サ
ッ
カ
ー
場
〉

　
市
内
利
用
者�

９
，２
２
３
人

　
市
外
利
用
者�

１
万
１
，１
２
０
人

〈
芝
生
広
場
〉

　
市
内
利
用
者�

３
６
２
人

　
市
外
利
用
者�

３
，６
１
０
人

問　
芝
生
広
場
の
管
理
に
係
る
費
用

（
施
肥
、
芝
刈
り
、
張
替
え
等
）
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

前
川
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　田
た
 崎
さき
  　清

きよし

救
急
救
命
地
域
医
療
に

つ
い
て

潮
来
市
発
注
工
事
に
て
短

期
間
で
２
件
の
労
働
災
害

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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問　
市
民
が
ス
マ
ホ
で

写
真
を
送
る
等
、
通
報

を
デ
ー
タ
化
し
て
効
率

化
で
き
な
い
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長 

　
国
交
省
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
」
ア

プ
リ
運
用
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
市

道
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
登
録
を
進

め
る
。
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
し

て
い
く
。

な
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長 

　
今
後
も
各
館
の
特
色
を
生
か
し
、

地
域
住
民
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。 

 

問　
個
人
や
未
登
録
の
少
人
数
で
も

空
き
が
あ
れ
ば
使
え
る
仕
組
み
を
導

入
で
き
な
い
か
？ 

答　
吉
川
教
育
部
長 

　

公
民
館
は
社
会
教
育
施
設
の
た
め

個
人
貸
出
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し

空
き
部
屋
の
有
効
活
用
は
検
討
す
る
。

再
問　
「
３
人
以
上
・
市
内
在
住
等

の
条
件
」「
直
前
ま
で
空
き
な
ら
可
」

な
ど
で
、
登
録
の
な
い
小
グ
ル
ー
プ

の
利
用
を
試
行
し
て
は
ど
う
か
？ 

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長 

　
現
行
の
団
体
登
録
は
原
則
１０
人
以
上

（
市
内
在
住
・
在
勤
等
）。
有
料
貸
出

の
枠
も
あ
る
。
ご
提
案
の
少
人
数
条
件

は
他
市
事
例
も
踏
ま
え
研
究
す
る
。 

 

問　
公
民
館
や
空
き
店
舗
を
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
に
整
備
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
等
と
結
び
つ
け
て
居
場
所

づ
く
り
と
起
業
支
援
を
同
時
に
実
現

で
き
な
い
か
？ 

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
と
起
業
支

援
の
両
立
を
図
る
上
で
有
効
な
取
組

と
認
識
。
商
工
会
と
連
携
し
た
創
業

等
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金
な
ど
を

継
続
し
、
関
係
団
体
と
情
報
共
有
し

調
査
研
究
す
る
。 

再
問　
起
業
を
学
ぶ
公
民
館
講
座
を

行
い
、
学
び
の
成
果
発
表
と
し
て
、

ワ
ン
デ
ー
販
売
体
験
等
を
実
施
で
き

な
い
か
？ 

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長 

　
現
時
点
で
進
め
て
い
な
い
。
今
後

調
査
研
究
す
る
。 

問　
道
路
・
橋
梁
・
上
下
水
道
の
長

不
具
合
を
大
き
く
な
る
前
に
見
つ

け
、
早
期
補
修
し
て
い
く
こ
と
が
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
に
結
び
つ
く

と
考
え
る
が
、
点
検
補
修
の
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
？ 

答　
濵
野
建
設
部
長 

道　
路
：�

市
内
６
地
区
を
月
２
回
パ
ト

ロ
ー
ル
。
小
規
模
は
即
時
補

修
、
大
規
模
は
記
録
・
共
有

の
上
で
直
営
対
応
や
業
者
発

注
。
令
和
４
年
度
に
路
面
性

状
調
査
を
実
施
。 

橋　
梁
：�

５
年
に
１
度
の
法
定
点
検
を

継
続
。
令
和
６
年
度
に
長
寿

命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
・
予
防
的
に
修
繕
。 

上
下
水
道
：�
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
・
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
に
基
づ
き
点
検
・
修
繕

を
実
施
。

 

　
多
様
な
課
題
に
向
き
合
い
、
持
続

可
能
な
地
域
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
不
可
欠
な
「
市
民
協
働
」
の
視

点
か
ら
問
う

問　
公
民
館
の
稼
働
率
・
利
用
状
況

は
？ 

答　
吉
川
教
育
部
長 

　

開
館
日
ベ
ー
ス
の
稼
働
率
は
、

中
央
９９
〜
１００
％
、
潮
来
93
〜
96
％
、

津
知
９２
〜
１００
％
、
延
方
７０
〜
９３
％
、

大
生
原
５０
〜
５４
％
、
牛
堀
95
〜
96
％

で
あ
る
。
中
央
は
大
ホ
ー
ル
等
が
使

い
や
す
く
利
用
が
多
い
。

 

再
問　
使
用
日
数
ベ
ー
ス
で
は
稼
働
率

は
高
く
見
え
る
一
方
、
利
用
記
録
は
紙

台
帳
中
心
で
デ
ー
タ
活
用
・
分
析
が
不

十
分
で
は
な
い
か
。
公
民
館
が
保
有
す

る
利
用
実
態
デ
ー
タ
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル

化
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長 

　
実
績
報
告
書
に
基
づ
き
紙
ベ
ー
ス

で
集
計
し
て
お
り
、
人
数
な
ど
の
基

本
記
録
は
あ
る
が
、
詳
細
な
デ
ー
タ

化
・
分
析
は
ま
だ
作
成
し
て
い
な

い
。
今
後
、
デ
ー
タ
化
の
在
り
方
を

研
究
し
て
参
り
た
い
。 

 

再
々
問　
調
理
室
や
小
会
議
室
な
ど

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
デ
ー
タ
を
集

め
、
改
善
策
を
考
え
る
と
い
う
よ
う

登録・利用方法は
こちら

LINE通報 登録は
こちら

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　和
わ だ
田　直

なお
子
こ

居
場
所
づ
く
り
と
市

民
協
働

社
会
基
盤
施
設
の
長
寿

命
化
に
つ
い
て
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問　
在
宅
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
を
市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
茨
城
県
第
８
次
医
療
計
画
、
潮
来

市
高
齢
者
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
今
後
見
込
ま
れ
る

在
宅
医
療
の
需
要
増
加
に
向
け
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
在
宅
医
療
の
体

制
整
備
を
進
め
て
い
く
。
具
体
的
に

は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
介
護
看
護

事
業
所
を
市
内
に
開
設
し
て
い
る
。

問　
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
負
担

軽
減
が
目
的
の
※
潮
来
市
独
自
の
事

業
で
あ
る
が
対
象
者
に
は
条
件
設
定

が
あ
る
。
条
件
の
撤
廃
や
見
直
し
を

求
め
る
が
如
何
か
？

答　
原
市
長

　
で
き
る
限
り
早
期
に
年
齢
制
限
を

外
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

※�

小
学
３
年
生
ま
で
に
兄
姉
の
い
る
第

二
子
の
保
育
料
を
半
額
に
軽
減
。

問　

各
団
体
へ
の
補
助
の
見
直
し

は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
活
動
内
容
や
実
績
等
の
調
査
を
行

い
、
地
域
活
性
化
と
補
助
金
の
適
正

化
の
観
点
か
ら
令
和
８
年
度
の
予
算

案
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
通
学
路
や
生
活
道
路
の
安
全
確

保
は
？

答　
濵
野
建
設
部
長 

　
通
学
路
を
優
先
に
約
２００
ｍ
を
目
途

に
側
溝
蓋
掛
け
事
業
、
生
活
道
路
は

潮
来
地
区
の
舗
装
工
事
を
予
定
。
財

源
に
つ
い
て
は
入
札
差
金
等
の
充
当

を
考
え
る
。

問　
敬
老
会
事
業
の
再
構
築
を

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
市
内
全
地
区
の
区
長
に
説
明
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
を

基
に
区
長
会
と
協
議
し
、
高
齢
者
の

方
々
に
喜
ば
れ
る
事
業
を
考
え
て
い

く
。

問　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
事
業
の
利
便

性
向
上
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

迎
車
料
金
を
対
象
外
→
助
成
対

象
、
一
回
の
利
用
上
限
の
拡
大
等

の
見
直
し
を
行
う
。
利
用
率
40
％

→
70
％
を
見
込
む
。

問　
不
妊
治
療
へ
の
支
援
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
県
の
助
成
事
業
に
準
じ
て
保
険
適

用
外
の
先
進
医
療
に
要
す
る
費
用
一

回
に
つ
き
４
万
円
を
上
限
に
助
成
す

る
。

問　
今
後
の
財
源
確
保
の
取
組
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

具
体
的
に
は
第
二
世
代
交
付
金

９
２
１
．５
万
円
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
事
業
１
０
０
万
円
を
は
じ
め
各

種
補
助
金
、
企
業
協
賛
金
、
助
成
金

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
活
用
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

『
６
つ
の
提
言
の
進
捗
』

に
つ
い
て

『
在
宅
医
療
と
行
政
の

関
わ
り
方
』
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘

子
育
て
支
援
事
業

『
多
子
世
帯
の
利
用
者
負

担
軽
減
事
業
』
見
直
し
に

つ
い
て

潮来市子育てガイドブック潮来市子育てガイドブック
20252025

アクセスはアクセスは
こちらこちら

介護保険介護保険
（わかりやすい（わかりやすい
利用の手引き）利用の手引き）

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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さ
と
納
税
」
が
鹿
行
５

市
の
中
で
ビ
リ
ッ
ケ
ツ

に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

と
。
潮
来
市
は
２
億
７

千
万
で
最
下
位
に
。
巻

き
返
し
に
は
！！

答　
原
市
長

　

も
う
４
、
５
年
く
ら
い
前
か
ら
道

の
駅
に
加
工
場
建
設
を
想
定
し
て
い
た

が
、
し
か
し
、
そ
の
財
源
探
し
に
難
し

い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
た
め
に
建
設
す
る
の

で
は
な
く
、
鹿
行
地
域
の
特
産
品
を

開
発
す
る
よ
う
な
加
工
場
に
つ
い
て
、

茨
城
県
を
巻
き
込
ん
で
建
設
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
、
先
手
先
手
で
し
っ

か
り
と
対
応
し
た
い
。

な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
潮

来
市
単
独
で
の
整
備
は
考
え
て
い
な

い
。
民
間
活
力
の
導
入
を
掲
げ
、
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
潮
来
行
方
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

で
は
、
開
発
候
補
地
が
鳥
獣
保
護
区

内
の
た
め
基
本
的
に
は
開
発
は
認
め

ら
れ
な
い
。
新
た
な
開
発
活
用
法
令

と
し
て
検
討
し
て
い
る
「
農
村
産
業

法
」
も
開
発
を
抑
制
す
る
鳥
獣
保
護

区
域
は
相
容
れ
な
い
。
既
に
１
，５

０
０
万
円
の
計
画
予
算
を
執
行
し
て

い
る
。
法
律
規
制
が
ク
リ
ア
さ
れ
な

い
と
き
は
早
期
に
見
極
め
る
事
も
必

要
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

答　
原
市
長

　
議
員
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
法
規

制
が
ク
リ
ア
で
き
な
け
れ
ば
止
め

て
、
違
う
場
所
を
探
す
こ
と
も
検
討

す
る
。
早
め
に
結
論
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
。

問　
こ
れ
ま
で
関
係
者
の
皆
さ
ん
が

鋭
意
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
学
校

の
統
合
時
期
決
定
経
緯
と
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
選
任
方
法
を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
第
２
期
学
校
適
正
化
計
画
に
統
合

時
期
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
学

校
ご
と
の
各
検
討
委
員
会
や
準
備
委

員
会
に
説
明
し
て
進
め
て
き
た
。
現

在
、
設
置
し
て
い
る
「
中
学
校
一
校

検
討
会
」
の
選
任
は
市
内
4
中
学
校

に
同
数
の
委
員
推
薦
依
頼
を
行
い
教

育
委
員
会
が
委
嘱
を
し
て
い
る
。

再
問　
委
員
の
方
か
ら
「
学
校
統
合

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
個
々
の

価
値
観
や
認
識
の
違
い
が
あ
る
。
行

政
側
は
何
回
や
っ
て
も
限
り
な
い
と

感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
子
供
た
ち
の
た
め
に
丁
寧
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
こ
れ
を
願
っ

て
い
る
。」
見
解
を
伺
う
。

答　
塙
教
育
長

　
検
討
委
員
会
で
は
、
真
摯
に
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
校
地
が
適
切

な
の
か
意
見
・
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
各
中
学
校
視
察
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
多
く
の
方
の
意
見
を
受
け

止
め
て
、
今
後
の
よ
り
よ
い
学
校
づ

く
り
に
努
め
る
。

問　
市
長
も
市
政
報
告
会
で
「
ふ
る

問　
潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
、
主
要

交
通
の
結
節
点
と
し
て
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
。
一
方
、
潮
来
市
内

で
も
一
番
低
地
に
あ
り
、
潮
来
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
浸
水
災
害

時
に
は
最
大
１
カ
月
間
想
定
さ
れ
て

い
る
。
浸
水
被
害
区
域
外
に
す
る
に

は
、
相
当
の
埋
め
立
て
と
多
額
の
費

用
を
要
す
る
。

　
こ
の
地
勢
条
件
下
で
あ
っ
て
も
壮

大
な
企
業
誘
致
計
画
を
進
め
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
も
進
言
し

て
い
る
よ
う
に
県
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

５
市
の
連
携
に
よ
っ
て
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
今
年
も
１
，５
０
０
万
円

近
く
、
昨
年
ま
で
も
既
に
多
額
の
計

画
費
用
を
充
て
て
い
る
。
無
駄
に
し

な
い
た
め
に
地
域
連
携
を
！
見
解
を

伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　

前
川
運
動
公
園
と
新
た
な
「（
仮

称
）
潮
来
市
総
合
運
動
公
園
」
は
包

括
的
に
運
営
を
す
る
こ
と
で
、
利
便
性

と
効
率
性
を
高
め
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
浸
水
想
定
区
域
の
対
応
に
つ
い
て

は
都
市
計
画
法
な
ど
の
関
係
法
令
に
基

づ
き
適
切
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

小
・
中
学
校　
学
校

統
合
に
つ
い
て

潮
来
市「
ふ
る
さ
と
納

税
」の
取
り
組
み
を
伺
う

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

企
業
誘
致
に
つ
い
て
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い
が
職
員
の
中
に
お
い
て
当
然
法
令

順
守
は
大
事
な
こ
と
。
今
後
さ
ら
に

気
を
引
き
締
め
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
方
を
邁
進
し
て
参
り
た
い
。

問　
そ
の
後
の
協
議
は
何
か
動
き
が

あ
れ
ば
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
復
旧
金
額
が
高
額
と
な
る
こ
と
か

ら
庁
内
協
議
の
結
果
、
復
旧
工
事
を

行
わ
な
い
と
結
論
を
出
し
た
。
民
間

業
者
へ
引
き
続
き
ご
み
処
理
を
委
託

し
潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み

処
理
に
つ
い
て
は
令
和
８
年
８
月
ま

で
に
広
域
ご
み
処
理
を
含
め
方
向
性

を
決
定
し
て
参
る
。

問　
大
ま
か
な
内
容
の
説
明
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
増
設
及
び
練
習
環
境
の
向
上

を
寄
付
金
の
使
い
道
に
し
て
全
国
の

皆
様
か
ら
寄
附
を
募
る
。
目
標
金
額

は
５
，０
０
０
万
円
と
し
て
お
り
、

寄
附
金
額
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
当

市
が
負
担
し
た
経
費
を
引
い
た
差
額

分
を
株
式
会
社
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

Ｆ
Ｃ
に
渡
す
。
今
年
度
は
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
か
ら
提
案
が
あ
り
、
潮
来
市

と
し
て
２
度
目
の
実
施
を
す
る
事
と

な
っ
た
。

再
問　

こ
の
寄
附
の
返
礼
品
と
当
市

の
金
銭
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

マ
ッ
チ
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
応
援
グ
ッ
ズ
、
ま
た
潮
来
市
の

特
産
品
や
選
手
と
の
交
流
を
予
定
し

て
い
る
。
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
を
活
用
し

て
潮
来
市
を
十
分
に
発
信
で
き
、
潮

来
市
の
返
礼
品
を
PR
す
る
こ
と
も
で

き
、
潮
来
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
出

会
う
き
っ
か
け
と
も
な
る
。

問　
市
内
６
丁
目
の
中
通
り
に
あ
る

空
き
家
は
建
物
が
傾
き
非
常
に
危
険

な
状
態
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で

も
あ
り
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
地
を
確
認
後
、
所
有
者
調
査
を

開
始
し
現
地
及
び
書
面
で
の
調
査
に

よ
り
判
明
し
た
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
に

７
月
と
８
月
の
２
回
、
郵
便
で
空
き

家
管
理
に
係
る
通
知
書
を
発
送
し
た

と
こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
電
話
連
絡
を

は
じ
め
連
絡
が
な
い
。
引
き
続
き
監

視
し
て
参
る
。

問　

延
滞
金
は
３
５
万
３
，５
７
７

円
、
納
付
す
べ
き
金
額
は
幾
ら
で

何
％
の
金
利
が
付
い
て
遅
延
期
間
は

ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
令
和
５
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
国
庫
補
助
金
返
還
金

１
，５
１
９
万
１
，５
５
７
円
、
令
和

５
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種

体
制
確
保
事
業
費
国
庫
補
助
金
返
還

金
４
，３
７
３
万
８
，０
０
０
円
の
合

計
５
，８
９
２
万
９
，５
５
７
円
。
延

滞
日
数
が
５
月
１
日
～
５
月
20
日
の

20
日
間
で
、
利
率
は
年
利
１０．9５
％
で
合

計
３
５
万
３
，５
７
７
円
を
延
滞
金

と
し
て
納
付
し
た
。

再
問　

平
成
27
年
原
市
長
か
ら
潮
来

市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
検
証
委
員
会

が
諮
問
を
受
け
最
終
答
申
を
出
し

た
。
そ
の
締
め
く
く
り
に
「
潮
来
市

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
に
関
す

る
規
定
」
が
平
成
24
年
に
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
会
議
の
開
催
な
ど
活
動

が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
今
後
は
こ
れ

ら
の
規
定
や
法
令
に
基
づ
き
常
に
法

令
順
守
に
つ
い
て
点
検
を
し
、
公
益

通
報
者
保
護
法
の
有
効
活
用
な
ど
職

員
全
体
に
こ
の
思
考
を
早
急
に
根
付

か
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
結
ん
で
い

る
。
そ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推

進
に
関
す
る
会
長
は
副
市
長
で
あ
る

が
、
副
市
長
よ
り
答
弁
を
願
う
。

答　
庄
司
副
市
長

　
事
案
と
い
う
も
の
が
そ
の
後
生
じ

て
い
な
い
た
め
、
実
施
は
し
て
い
な

市
内
の
危
険
な
空
き
家

に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
と
潮

来
市
で
行
う
９
月
17
日
か
ら

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

令
和
７
年
８
月
８
日
付

で
不
適
正
な
事
務
処
理
に

係
る
本
市
職
員
を
懲
戒
処

分
と
し
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
火

災
の
そ
の
後
に
つ
い
て

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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い
る
方
か
ら
す
れ
ば
実

質
的
に
４
割
減
に
な
る

が
如
何
か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
今
後
、
利
用
状
況
を

踏
ま
え
検
証
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。

問　
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
に
公
園
的
な

景
観
と
し
て
、
枯
山
水
や
樹
木
植

栽
、
ベ
ン
チ
設
置
、
ま
た
照
明
灯
増

設
に
よ
る
犯
罪
抑
制
な
ど
を
含
め
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
如

何
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
利
用
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

も
本
来
の
機
能
維
持
に
努
め
、
駅
周

辺
の
整
備
を
今
後
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

問　
近
年
の
空
き
家
並
び
に
特
定
空

家
の
指
定
件
数
の
推
移
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
空
き
家
の
件
数
は
令
和
４
年
度
164

件
、
令
和
５
年
度
202
件
、
令
和
６
年

度
263
件
、
特
定
空
家
指
定
件
数
は
該

当
な
し
。

再
問　
現
に
住
宅
地
に
お
い
て
害
獣

が
確
認
さ
れ
て
お
り
朽
ち
た
建
物
を

す
み
か
と
す
る
ば
か
り
か
、
通
学
路

で
あ
っ
た
り
子
供
た
ち
や
地
域
住
民

に
危
険
に
さ
ら
し
、
ま
た
、
若
い
世

代
か
ら
嫌
忌
さ
れ
、
益
々
周
辺
地
域

は
過
疎
化
が
進
行
す
る
事
に
な
る
が

如
何
か
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
空
き
家
に
関
し
て
は
苦
情
な
ど
あ

れ
ば
所
有
者
に
周
知
し
、
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
の
検
証
と
併
せ
、
さ

ら
な
る
推
進
に
努
め
て
参
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
数
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
数
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
空
き
家
・
空
き
地
情
報
バ
ン
ク
の

登
録
数
は
令
和
７
年
８
月
末
現
在
、

空
き
家
８
件
、
空
き
地
15
件
の
合
計

23
件
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
数
は
令

和
６
年
度
３
，７
２
０
件
、
令
和
７
年

８
月
末
現
在
１
，５
５
０
件
で
あ
る
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
行
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
空
き
家
活
用
促
進
策
で
あ
る
空
き

家・空
き
地
バ
ン
ク
の
推
進
と
併
せ
、

管
理
の
適
正
化
と
管
理
不
全
物
件
の

除
却
の
促
進
を
働
き
か
け
て
参
る
。

問　
幼
児
・
児
童
向
け
の
遊
具
増
設

を
求
め
る
声
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て

参
る
の
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　

子
育
て
支
援
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
重
要
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
遊
具
の
設
置
に

関
し
て
は
公
園
の
利
用
状
況
や
地
域

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
調
査
研
究
を

し
て
参
る
。

問　
日
常
的
に
気
軽
に
ボ
ー
ル
遊
び

が
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
公
園
内
、
或
い
は
近
く
の
空

き
地
の
有
効
活
用
が
図
れ
な
い
も
の

か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
空
き
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は

地
権
者
と
の
調
整
、
安
全
確
保
、
土

地
賃
貸
借
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で

近
く
の
都
市
公
園
の
有
効
利
用
を
し

て
頂
き
た
い
。

問　

従
来
、
年
間
４
３
，２
０
０
円

の
助
成
が
あ
っ
た
が
、
１
９
，２
０
０

円
減
の
２
４
，０
０
０
円
と
な
っ
た
根

拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
昨
年
度
の
利
用
実
績
は
41
％
、
平

均
助
成
額
は
年
間
約
１
７
，０
０
０

円
で
あ
っ
た
。

　
タ
ク
シ
ー
券
を
３００
円
に
し
た
事
に

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
共
通
券

化
と
も
併
せ
利
用
率
が
上
が
る
も
の

と
考
え
る
。

再
問　

利
用
率
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た

り
、
１
割
に
も
満
た
な
い
方
も
い
る

と
推
測
す
る
と
利
用
率
は
下
回
る
わ

け
で
、
家
族
の
支
援
を
得
ら
れ
な
い

高
齢
者
に
と
っ
て
は
病
院
や
生
活
し

て
い
く
上
で
日
常
的
に
必
要
と
し
10

割
、
或
い
は
そ
れ
以
上
利
用
さ
れ
て

質問者 　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

一般通告質問　気になるQ&A

都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業
に
つ
い
て

潮
来
駅
と
延
方
駅
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
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厚
生
連
よ
り
鹿
行
５
市
に
首
長
に

対
し
て
「
救
急
医
療
体
制
の
維
持
が

で
き
な
い
。
維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば

各
市
で
数
億
の
助
成
金
と
医
師
の
確

保
が
で
き
る
な
ら
。」
と
一
方
的
な

説
明
が
あ
っ
た
が
誰
も
了
承
し
な

か
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
復
活

は
し
て
ほ
し
い
が
、
現
状
の
厚
生
連

で
は
復
活
は
不
可
能
だ
と
思
う
。
潮

来
市
と
し
て
、
市
政
一
般
通
告
質
問

の
中
で
行
方
市
の
こ
と
を
議
論
す
る

こ
と
は
控
え
た
い
。

※�

議
場
で
は
出
資
と
議
論
し
て
い
る
が
、

正
し
く
は
負
担
で
あ
る
。

た
結
果
に
応
じ
て
同
セ
ン
タ
ー
の
一

部
を
行
方
市
に
無
償
譲
渡
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
副
市
長
に
再
度
尋
ね
る

が
、
２
０
２
１
年
９
月
に
永
峰
副
市

長
と
庄
司
副
市
長
で
会
議
、
さ
ら
に

２
０
２
５
年
２
月
に
は
方
波
見
副
市

長
と
庄
司
副
市
長
と
厚
生
連
の
稲
田

理
事
で
会
議
を
し
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
る

の
か
？

答　
庄
司
副
市
長

　
永
峰
元
副
市
長
か
ら
行
方
市
の
考

え
は
こ
う
、
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
今
年
、
厚
生
連
の
方
と

方
波
見
副
市
長
と
は
、
潮
来
市
に

行
方
市
の
考
え
を
正
式
に
い
た
だ
く

た
め
話
合
い
の
場
を
持
っ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
に
潮
来
市
も
出
資
し
た
状
況

も
あ
る
。
行
方
市
に
は
地
域
医
療
体

制
の
確
保
を
依
頼
し
て
い
る
。
し
か

し
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
潮
来
市

は
神
栖
、
鹿
嶋
と
連
携
す
る
の
が

ベ
ー
ス
。
千
葉
県
の
協
力
を
考
慮
し

た
医
療
の
在
り
方
を
検
討
す
る
の
も

重
要
と
考
え
る
。

答　
原
市
長　

問　
牛
堀
地
区
の
芝
宿
・
横
須
賀
は

市
街
化
区
域
だ
が
、
イ
ン
フ
ラ
が
不

十
分
で
建
物
を
建
て
に
く
い
土
地
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
当
該
地
区
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
を

伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
な
土
地
に

つ
い
て
は
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
個
別

に
対
応
し
た
い
。

 

問　
さ
き
の
行
方
市
長
選
で
、
同
セ

ン
タ
ー
の
病
院
と
し
て
の
機
能
回
復

が
行
方
市
民
の
民
意
で
あ
る
事
が
示

さ
れ
た
。
医
療
過
疎
問
題
に
対
し
、

国
は
新
た
な
地
域
医
療
構
想
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
同

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
な
ど
病
院
機
能

を
無
く
す
こ
と
は
得
策
だ
ろ
う
か
。

　
国
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
、

鹿
行
５
市
で
病
院
機
能
維
持
を
図
る

選
択
肢
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

潮
来
市
は
※
鹿
行
南
部
地
域
病
院

群
輪
番
制
病
院
運
営
費
補
助
金
や
、

鹿
行
南
部
地
域
夜
間
救
急
医
療
協
力

医
療
機
関
運
営
費
補
助
金
な
ど
で
救

急
医
療
の
体
制
確
保
を
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在
の
外
来
機
能

を
維
持
し
て
い
た
だ
く
。

※
鹿
行
南
部
地
域
…�

潮
来
・
鹿
嶋
・
神
栖

再
問　
現
在
の
同
セ
ン
タ
ー
の
医
療

は
病
院
で
は
な
く
診
療
所
。
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
は
救
急
車
を
受
け

入
れ
る
施
設
だ
。
厚
生
連
か
ら
は
、

行
方
市
と
潮
来
市
の
間
で
協
議
さ
れ

な
め
が
た
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
救
急
救
命
機
能

復
活
に
つ
い
て

過
疎
対
策
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　吉
よし
川
かわ
　利

り
一
いち

なめがた地域医療センターなめがた地域医療センター

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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答　
吉
川
教
育
部
長

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
英
語

力
が
高
く
、
人
は
と

て
も
明
る
く
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
の
で
英
語
力
の

向
上
が
図
れ
る
。
県
内
で
同
様
の
取
組

を
し
て
い
る
市
町
村
に
問
合
せ
た
と
こ

ろ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
英
語
の
質
や
指
導
力
に

つ
い
て
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
契

約
す
る
予
定
だ
が
、
今
ま
で
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
の
違
い
と
メ
リ
ッ
ト
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
税
措
置
が

受
け
ら
れ
る
。
安
価
で
現
在
と
同
レ

ベ
ル
以
上
の
対
応
が
可
能
。
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
現
契
約
と
の
差
額
分
で
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
導
入
が
で
き
る
。

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る

こ
と
で
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
や
市
の

行
事
へ
の
派
遣
な
ど
、
柔
軟
な
英
語

教
育
へ
の
運
用
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
交
差
点
が
分
か
る
電
子
案
内
表

示
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
現
地
に
合
っ
た
効
果
的
な
看
板
を

設
置
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
日
の
出
側
溝
蓋
か
け
工
事
の
早

期
再
開
は
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
通
学
路
な
ど
を
対
象
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
整
備
し
て
参
る
。

問　
全
国
の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い

る
災
害
時
に
安
否
確
認
を
知
ら
せ
る

黄
色
い
小
旗
の
提
示
を
潮
来
市
で
も

行
っ
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
無
事
な
家
庭
が
玄
関
先
や
目
に
つ

き
や
す
い
場
所
に
旗
を
掲
示
す
る
こ

と
で
安
否
確
認
に
有
効
な
手
法
と
し

て
今
後
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い

く
。

問　
ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
！
一
緒

に
避
難
は
検
討
し
て
い
る
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
避
難
に
関
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
部
分
。
次
期
の
開
催
に
そ

う
い
っ
た
も
の
ま
で
含
め
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
で
き
る
の
か
考
え
て
参
り
た

い
。

問　
市
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対
象
は

授
業
日
の
み
か
？
夏
季
休
業
中
や
土

日
な
ど
学
校
休
業
日
に
行
わ
れ
る
部

活
動
も
対
象
と
す
る
の
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
近
隣
市
と
同
様
に
長
期
休
業
中
及

び
土
日
祝
日
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、

部
活
動
地
域
展
開
の
動
向
を
踏
ま
え

て
考
え
て
い
く
。

問　
学
校
近
く
の
子
供
と
、
遠
く
の

子
供
で
同
じ
中
学
校
に
通
っ
て
い
る

の
に
格
差
が
生
ま
れ
る
の
は
ど
う
検

討
す
る
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
ま
で
の
距
離
や
移
動
手
段
は

異
な
る
。
距
離
の
違
い
で
格
差
が
生

ま
れ
る
の
で
統
合
準
備
委
員
会
で
協

議
し
て
い
く
。

問　
車
椅
子
や
杖
を
つ
い
て
な
く
て

も
、
障
害
を
持
っ
た
方
々
も
お
ら
れ

る
。
そ
う
い
う
方
々
が
遠
い
駐
車
場

か
ら
歩
く
の
は
大
変
。
障
害
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
ラ
イ
ン
を
引
く
だ

け
。
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
大
事
で

は
な
い
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
非
常
に

大
き
な
問
題
。
各
施
設
の
特
性
、
実

態
調
査
を
含
め
て
、
適
切
に
対
応
し

て
参
り
た
い
。

問　
車
椅
子
の
方
が
通
り
そ
う
な
場

所
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
、
粗
め
か
ら

細
め
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
改
善
し
て

は
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
県
道
の
側
溝
は
管
理
者
が
県
に
な

る
の
で
、
潮
来
土
木
事
務
所
へ
相
談

し
、
市
道
に
設
置
し
て
あ
る
粗
め
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
改
善

し
て
い
く
。

　
今
後
、
新
た
に
道
路
を
整
備
す
る

際
に
は
、
施
設
の
利
用
者
に
配
慮
し

た
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
を
選
定
し
て
い

き
た
い
。

問　
国
際
交
流
協
定
締
結
を
フ
ィ
リ

ピ
ン
と
結
ぶ
予
定
と
聞
い
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
選
ん
だ
理
由
は
？

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

日
の
出
5
丁
目
交
差
点
の
危

険
な
状
態
改
善
さ
れ
た
か
？

防
災
訓
練
の
大
切
さ
を
！

中
学
校
統
合
後
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
つ
い
て

潮
来
市
の
こ
ど
も
達
全
員
が

英
語
を
話
せ
る
ま
ち
づ
く
り
！

市
長
宛
に
提
出
し
た

提
言
書
の
日
の
出
蓋
掛

け
は
？

障
害
者
の
方
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
！
市
内
公
共
施
設
の
障
害
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
！
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定
し
た
後
、
潮
来
市
全
体
の
ご
み
処
理
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

令
和
７
年
度
予
算
が
前
年
度
比
で

約
７
％
減
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
？

答　
下
河
財
政
課
長

　
市
民
生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
扶

助
費
に
関
す
る
事
業
は
休
止
を
し
て
い

な
い
た
め
影
響
は
な
い
。

問　

今
ま
で
財
政
調
整
基
金
を
繰
入
れ

て
予
算
編
成
し
、
年
度
中
は
減
少
す
る

が
年
度
末
に
は
残
高
を
戻
し
て
き
た
。

令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

現
在
策
定
中
。
こ
れ
ま
で
の
基
金
の

繰
入
れ
を
見
直
し
、
財
政
の
健
全
化

を
目
指
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
た

め
、
望
ま
し
い
水
準
で
財
政
調
整
基
金

を
保
有
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　

リ
チ
ウ
ム
電
池
に
よ
る
火
災
リ
ス

ク
、
修
繕
費
用
は
市
の
財
政
に
大
き
な

負
担
に
な
る
、
修
繕
費
用
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
修
繕
費
用
と

リ
チ
ウ
ム
電
池
に
よ
る
火
災
リ
ス
ク
を
考

慮
し
、
施
設
の
修
繕
を
行
わ
な
い
方
針
を

決
定
し
た
。
対
策
後
、
年
間
歳
出
増
は

15
万
円
。
た
だ
し
、
長
期
的
に
委
託
が

保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

２
０
２
６
年
８
月
を
目
途
に
方
向
性
を
決

問　

平
成
26
年
度
末
と
令
和
６
年
度
末

の
一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
（
元
金
）、

財
政
調
整
基
金
残
高
及
び
各
指
標
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

問　

震
災
前
の
平
成
22
年
度
末
は
約

７．５
億
円
だ
っ
た
財
政
調
整
基
金
が
平
成

26
年
度
末
に
は
約
２５．７
億
円
に
な
っ
た
要

因
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
平
成
23
～
26
年
度
ま
で
日
本
大
震
災
災

害
復
旧
事
業
に
重
点
を
置
き
、
通
常
の
事

業
執
行
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
、
毎
年
決

算
で
繰
越
金
が
生
じ
、
そ
れ
が
基
金
に
積

立
て
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

問　

震
災
が
要
因
で
積
立
て
ら
れ
た
財

政
調
整
基
金
を
活
用
し
た
か
ら
借
金
約

30
億
減
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の

財
政
調
整
・
特
別
目
的
基
金
の
活
用
は
？

答　
下
河
財
政
課
長

　
市
民
の
付
託
に
応
え
る
た
め
、
歳
出
を

重
視
し
つ
つ
、
市
債
残
高
も
減
少
さ
せ
て

い
く
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の

財
源
を
支
え
た
の
が
財
政
調
整
基
金
で

あ
る
側
面
も
あ
る
。
今
後
の
基
金
の
活
用

は
、
財
政
調
整
基
金
が
多
額
に
な
る
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
な

い
と
見
な
さ
れ
た
り
、
国
か
ら
問
題
視
さ

れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
は
標

準
財
政
規
模
の
１０
％
～
２０
％
と
い
う
適
切

な
範
囲
で
基
金
を
保
有
し
、
特
定
目
的

基
金
は
将
来
を
見
据
え
て
計
画
的
に
確
保

す
る
方
針
で
あ
る
。

問　
潮
来
市
の
財
政
状
態
は
？

答　
下
河
財
政
課
長

　

各
指
標
を
総
括
す
る
と
、
お
お
む
ね

健
全
な
状
態
に
あ
る
。
当
市
が
地
方
交

付
税
に
依
存
し
て
い
る
状
態
は
変
わ
り

な
く
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
歳
入

確
保
と
歳
出
削
減
に
努
め
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
進
め
る
。

粗
大
ご
み
処
理
施
設

修
繕
か
委
託
か

地方債元金 財政調整基金 割合
（10-20%適正） 特定目的基金

平成26年 約122.5億円 約25.7億円 34.8% 約20.4億円
令和６年 約  92.7億円 約  9.4億円 12.0% 約19.1億円
令和７年 ― 約12億円見込 ― ―

直近2年分の財政指標
財政力指数県
平均0.67

経常収支比率
県平均92.6

実質公債比率
18%以下

将来負担比率
350%以下

令和５年 0.48 93.0 10.2 48.3
令和６年 0.48 92.5（改善） 9.7（改善） 38.1（改善）

火災復旧工事 火災対策工事 消費税 合計

修繕費用 6億8,530万円 1億470万円 7,900万円 8億6,900万円

①搬出処理を継続した場合、年間処理委託費 2,883万円

②火災が発生しなかった場合、市の年間処理委託費 2,030万円

③搬出委託費用削減対策年間額 　853万円

火災前の費用に加算される年間負担額　①－②－③ 　　15万円

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き

潮
来
市
の
財
政
に
つ
い
て

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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質問者 　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

一般通告質問　気になるQ&A

ト
ラ
ー
ズ
戦
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
、
潮
来
祇
園
祭
禮
限
定
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
、
そ

の
ほ
か
に
も
個
人
、
団
体
等
の
利
用

に
よ
る
各
種
体
験
教
室
や
謝
恩
会
、

会
議
、
発
表
会
な
ど
の
利
用
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
は
潮
来
お
祭
り
委

員
会
主
催
の
お
ま
つ
り
フ
ェ
ス
タ
の

利
用
が
あ
り
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
い
た
。

　
引
き
続
き
、
多
く
の
方
に
石
の
蔵

や
水
郷
旧
家
磯
山
邸
を
含
む
津
軽
河

岸
あ
と
広
場
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
き
、
観
光
拠
点
の
に
ぎ
わ
い
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
強
化
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
へ
設
置
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
や
ニ
ッ
カ
ド
電
池
等
の
回
収
缶
を

設
置
し
、
回
収
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
８
月
25
日
現
在
で
は
、

民
間
商
業
施
設
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
ラ
・
ラ
・
ル
ー
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
同
じ
回
収
缶

を
設
置
し
て
い
る
。

　
市
内
小
学
校
の
４
年

生
が
毎
年
、
潮
来
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見

学
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
学
の

過
程
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
分

別
の
重
要
性
の
説
明
や
、
学
校
な
ど

へ
の
出
前
講
座
の
実
施
及
び
商
工
会

を
通
じ
て
各
事
業
者
へ
の
周
知
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
広
報
い
た
こ
へ
の
ご
み
分

別
の
特
集
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し
て

い
る
小
型
家
電
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
用
い
て
掲
載
す
る
こ
と
や
、

現
在
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
分
別
ポ

ス
タ
ー
へ
の
掲
載
に
よ
り
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

　
本
市
で
は
ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し

た
窓
口
の
設
置
は
な
い
が
、
社
会
福

祉
課
内
の
「
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
障
害
者
手
帳
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
心
配
事

な
ど
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

る
。

　

ま
た
、
か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

と
し
て
精
神
科
専
門
医
に
よ
る
相

談
窓
口
を
年
６
回
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
随
時
保
健
師
が
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
に
お
い

て
は
、
潮
来
保
健
所
が
主
催
す
る
鹿

行
管
内
ひ
き
こ
も
り
支
援
推
進
連
絡

会
議
な
ど
の
中
で
、
情
報
の
共
有
を

行
い
な
が
ら
、
ひ
き
こ
も
り
の
適
切

な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
て

い
る
。

問　
多
く
の
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
検
討
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
石
の
蔵
は
、
株
式
会
社
い
た
こ
主

催
に
よ
る
あ
や
め
ま
つ
り
や
、
潮
来

祇
園
祭
禮
時
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
運

営
、
ま
こ
も
織
り
教
室
、
鹿
島
ア
ン

問　
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
支
援

強
化
の
検
討
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
３
施
設
あ
り

入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
63
名
。

　
課
題
と
し
て
は
、
３
施
設
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
介
護
職
員
な
ど
の
人

材
確
保
と
入
居
者
の
介
護
度
の
重
度

化
、
そ
し
て
物
価
高
騰
等
に
よ
る

運
営
コ
ス
ト
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
紙
お
む
つ
や
家

賃
補
助
の
拡
充
を
支
援
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
る
方

へ
の
紙
お
む
つ
や
家
賃
補
助
に
関
す

る
事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
利

用
者
の
負
担
軽
減
や
近
隣
市
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
紙
お
む
つ
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
か
ら
支
援
で
き
る
よ
う

制
度
改
定
に
向
け
て
準
備
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
の
取

り
組
み
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

の
支
援
強
化
を
！

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
・
小
型
家
電
」
の

分
別
・
回
収
強
化
を
！

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」

の
対
策
充
実
を
！

「
津
軽
河
岸
あ
と
広
場
」

の
利
活
用
を
！
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し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
活
動
の
場
所
と
し
て
地
区
公
民
館

等
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、

市
の
広
報
紙
や
社
協
広
報
誌
の
「
き

ず
な
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
や

こ
ど
も
園
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
等
に

よ
り
子
ど
も
食
堂
の
普
及
啓
発
、
活

動
の
周
知
に
つ
い
て
協
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

再
問　
今
後
、
教
育
委
員
会
や
社
会

福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
等
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
取
っ
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
思
う
が
如
何
か
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
子
育
て
世
代
の
方
に
情
報
が
届
く

よ
う
に
子
育
て
支
援
課
で
開
設
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
、
今
後
情
報
を
載
せ

て
い
く
よ
う
な
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
当
時
の
判
断
と
い
う
こ
と
だ
が
、

設
置
場
所
が
決
ま
ら
ず
、
こ
れ
は
潮

来
市
と
し
て
は
３
市
（
鉾
田
、
行

方
、
潮
来
）
の
ご
み
処
理
建
設
は
不

可
能
と
い
う
判
断
で
、
こ
の
３
市
で

や
る
ご
み
処
理
の
建
設
か
ら
は
外
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
鹿
行
５
市
の
市

長
に
承
認
を
い
た
だ
い
て
、
鹿
嶋
、

神
栖
の
ほ
う
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
そ
の
当
時
決
断
し
た
が

叶
わ
な
か
っ
た
。

　
当
時
あ
る
一
定
の
改
修
を
し
な
け

れ
ば
ご
み
処
理
施
設
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
は
っ
き

り
さ
せ
な
い
と
修
繕
が
で
き
ず
、
そ

う
い
う
判
断
で
多
少
修
繕
を
し
、
今

延
命
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
今
後
の
ご
み
処
理
施
設
で
あ
る

が
、
行
方
市
と
潮
来
市
で
新
施
設
を

計
画
す
る
考
え
は
あ
る
か
？

答　
原
市
長

　
行
方
市
、
鹿
嶋
市
、
神
栖
市
そ
し

て
利
根
川
を
挟
ん
で
香
取
市
も
含
め

て
、
一
番
潮
来
市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
の
は
、
ど
こ
だ
と
い
う
こ

と
を
来
年
８
月
ま
で
に
議
会
に
も
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
全
国
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
子
ど
も
食
堂
で
あ
る
が
、
市
と

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
料
月
額

１
，０
０
０
円
に
つ
い
て
牛
堀
中
保

護
者
の
負
担
増
が
不
平
等
に
は
な
ら

な
い
か
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
今
回
に
限
ら
ず
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
に
は
月
額
１
，０
０
０
円
の
ご

負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
バ
ス
で

登
校
で
き
る
環
境
に
も
な
る
の
で
、

不
平
等
で
は
な
く
、
利
便
性
や
安
全

性
が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　
バ
ス
代
は
無
料
に
な
ら
な
い
の

か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
牛
堀
中
と
潮
来
一
中
の
統
合
に
よ

る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
お
い
て
、
令
和

８
年
度
の
試
算
と
し
て
約
２
，１
５

８
万
円
の
支
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

ご
家
庭
か
ら
の
負
担
は
約
８
６
万

円
。
市
と
し
て
は
96
％
以
上
の
補
助

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
以
上
の

市
の
負
担
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
令
和
４
年
１
月
10
日
に
発
生
し

た
１
回
目
の
火
災
の
修
理
金
額
は
約

１
，５
０
０
万
円
。
今
回
の
修
理
額

（
見
積
も
り
）
は
い
く
ら
か
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
火
災
復
旧
工
事
費
が
６
億
８
，５
３

０
万
円
、
火
災
対
策
工
事
費
が
１
億

４
７
０
万
円
、
合
計
で
７
億
９
，０
０

０
万
円
。
こ
れ
に
消
費
税
７
，９
０
０

万
円
、
合
計
で
８
億
６
，９
０
０
万
円
。

問　
見
積
を
踏
ま
え
現
段
階
で
の
方

向
性
を
伺
う
。

答　
安
藤
環
境
課
長

　
結
果
的
に
、
金
額
が
過
大
に
な
っ

た
た
め
に
、
今
回
は
直
さ
な
い
と
い

う
よ
う
な
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
潮
来
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

現
状
を
鑑
み
る
と
、
築
34
年
た
つ
施

設
で
あ
り
、
今
回
の
火
災
が
起
き
た

粗
大
ご
み
処
理
施
設
だ
け
で
は
な

く
、
ほ
か
の
設
備
も
併
せ
、
全
体
的

な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ

方
向
性
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
平
成
30
年
７
月
、
潮
来
市
の
離

脱
に
よ
り
広
域
ご
み
処
理
施
設
計
画

が
破
談
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
現
在

の
状
況
を
鑑
み
て
、
離
脱
の
判
断
は

本
当
に
正
し
か
っ
た
の
か
？

答　
原
市
長

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
火
災
か
ら
７
か
月
が

過
ぎ
た
現
在

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

牛
堀
中
と
潮
来
一
中
の

統
合
に
お
い
て
不
平
等
は

な
い
か

一般通告質問　気になるQ&A

質問者 　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
審
査

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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員会審査　　決算特別委員会員会審査　　決算特別委員会委委

総　　務　　部

　9月17～18日の2日間で決算特別委員会を開催し、本委員会に付託された案件4件を総務部、建設部、教
育部、市民福祉部、環境経済部の部門ごとに審査しました。
　適正に予算が執行されているか、期待した行政効果が得られているか、さらには今後改善を要する点は
ないかなど、慎重に審議を行いました。

議員からの質疑 ここが聞きたい！

■AI-OCR導入支援業務委託　638,000円
■AI電話24時間自動応答システム導入支援
　　　　　　　　　　　　業務委託　495,000円

問　事業内容と費用対効果を伺う。
答　�AI-OCRは、導入前の約3割の削減ができた。
　　�後期高齢者医療の還付申請書、介護認定調査書、
小規模耕地契約希望者登録申請書、区長報告書、
タクシー券利用状況書の読み取り業務を実施。

　　�AI電話24時間自動応答システム導入支援業務委
託について、稼働時間は24時間で、対応時間は
合計17時間52分。

　　・あやめまつり　14日間、437人、694件、
　　　17時間31分
　　・家庭ごみ分別　8日間、13人、13件、21分

■地域公共交通補助金35,581,000円

問　補助率・市の負担額を伺う。
答　＜神宮あやめ白帆ライン＞
　　　運行経費総額　	 52,727,887円
　　　国庫補助　　	 10,032,750円
　　　運賃収入を差し引き、潮来市負担分として
　　　23,233,000円を運行業者に補助
　　＜鹿行北浦ライン＞
　　　運行経費総額　	 34,070,589円
　　　国庫補助　　　	   7,780,000円
　　　運賃収入を差し引き、潮来市負担分として
　　　12,348,000円を運行業者に補助
　　�支出額は35,581,000円であるが、特別交付税に
より80％の措置を想定しているため、実質負担
額は20％にあたる7,116,200円である。

建　　設　　部
■�歳出 土木費 予算額（2,351,437,000円）に対して

支出済額（1,729,035,747円）の執行割合について

問　執行割合が悪くなっている要因を伺う。
答　�前川運動公園等の多額の繰越費があるため、前年
までと比べ執行率が低くなっている。

■道路橋梁費　不用額　64,874,769円

問　内容について伺う。
答　�道路橋梁総務費、道路維持費、道路新設改良費、
日の出地区街路液状化対策事業費の合算の不用額
である。入札の差金、設計の内容の精査、消耗品
や修繕費等を合算したものである。

■歳入　駐車場使用料45,631,777円

問　�バスターミナルの駐車料金について、駐車場を増
設し、当初の計画目標を達成できているのか。

答　�平成29年度に実施した利用者へのアンケート調
査・実態調査により、日曜日のピーク時間帯の駐
車時を基に、395台を整備した。令和6年度の利
用実績は、日曜日ピーク時の1日平均は320台で
あった。駐車計画台数に対して約8割の利用率と
なっている。以前は満車状態が頻発していたが、
拡張によって満車の問題は解消された。
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教　　育　　部
■公民館費　委託料　不用額3,947,453円

問　内容を伺う。
答　�公民館の施設管理委託で、6館分のシルバー人材
センターへの管理委託である。臨時休館や夜間の
使用がない場合に実働が減になる。

　　�当初予算は26,433,000円を計上したが、21,860,998
円の支出となり、4,572,002円の不用額となった。

■図書館事業について

問　�5年前と比較すると、来館者数が大きく減少し
ている。令和元年度は209,281人だったのに対
し、令和6年度は105,033人と半減している。コ
ロナ禍の影響もあると考えられるが、この状況に

　ついてどの様に分析しているのか伺う。
　答　�指定管理者である委託先は、常に新しい事業を

展開しており、図書もAV資料についても最新
のものを取り入れている。模索しながら積極的
に取り組んでおり、現状でも一定の効果がある
と考えている。

再問　�図書離れなど社会的要因もあるとはいえ、来館
者数が半減しているのは事実である。今後は視
点を変えた取り組みも必要なのではないか。

　答　�コロナ禍前の水準にはまだ戻っていないが、新
たな利用者や近隣地域からの来館者が増えてい
る。また、子ども向け講座やイベントにも力を
入れており、市内外から来ていただけるような
工夫を続けている。

環　境　経　済　部
■指定ゴミ袋製造販売業務委託28,092,427円

　問　内容を伺う。
　答　�袋の作成・販売を市委託業者に委託している。

内容は袋の製造と小売り、納品業務を一括して
委託している。

　　　�昨年度末に、ごみ袋が今年度値上げする前に買
い占めがあり、緑と黄色の袋が想定より多く売
れた。

再問　�予算はもっと多くあったが、決算では減ってい
るのはどのように解釈するのか。

　答　�契約するときの差額と、計画していた枚数に差
が出たため。追加注文しなかった理由について
は、例年では在庫が多くあるため、ごみ袋が不
足するとは想定していなかった。発注しても

4ヶ月のタイムラグがあるため、増刷しても間
に合わなかった。そのため不用額となった。

■補助金　起業支援補助金2,250,000円

　問　内容を伺う。
　答　�1,650,000円は商工会へ起業支援関係のための

補助金を交付している。
　　　�600,000円は市で行う起業する方への創業者支

援補助金としている。
再問　�実際に市内に起業した人がいたのか伺う。
　答　�市の補助および商工会の補助を受けて創業した

件数は令和6年度で3件である。

市　民　福　祉　部
■証明書コンビニ交付手数料653,562円

問　何名の利用があったのか。
答　�1件あたり117円であり、延べ5,586件の利用が
あった。コンビニ交付が導入される前は、これら
の証明書は市役所窓口で取得されていたものであ
り、その分、職員の事務負担の軽減および市民の
利便性向上に繋がっている。

■認定こども園費　負担金　不用額23,147,603円
　補助金　保育補助者雇上強化事業補助金

問　�予算では1,800万円あったが、決算では320万円

である。保育士のサポートと予算時に説明を受け
たが、サポートができなかったのか。

答　�市内認定こども園8園分の基準額で予算計上して
いた。補助率はいいが、補助要件があり次のとお
りとなっている。

　　・令和6年度から雇用した方
　　・事前に研修を受講
　　・�将来的に保育士の資格を取ることを目指してい

る方　など
　　�こういった条件があったため、実際に利用できた
園は2園であった。そのため不用額が多く出た。

こ
ど
も
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

意
見
書・議
員
活
動

審
議
議
案
と
議
決
結
果

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

委
員
会
審
査

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
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審議結果については議会最終日に各委員長
が報告しました。

   教育福祉経済委員会    総務建設委員会

　問　�各団体や区の行事で、公園で火気を使う場
合は届け出をし、認可が下りれば使えると
いうことでよろしいか。

　答　�たき火、野営、炊さんの禁止事項の内容に
ついては、区の催しで実施する上で行為許
可申請をしていただく許可案件となる。

再問　�火を使うことは火災の原因だったり、近隣
住民の不安や苦情があったり、火が怖いと
いったことを正式に対処しようという目的
かと思う。理由が明確にあるとよろしいか
と思うがいかがか。

　答　�条例に追加された背景は、議員指摘のとお
り公園の安全な利用を確保するためであ
る。これまで、公園内で焚火や花火などの
火気使用が行われ、地域住民からの通報が
寄せられていた。条例化していないものは
規制が難しく、警察からもご意見をいただ
いている。

 所管に関する質問
問　�ネーミングライツについて、前川運動公園

は、プールも野球場もすべてが前川運動公園
と通称しているため、市民プールも名前が変
わるのか。

答　�前川運動公園がSmile Sports Park（すまい
るスポーツパーク）となり、その中のプール
となる。

問　あやめ橋周辺の土地の活用について伺う。
答　�茨城県で、今年度中に管理用通路の建設工事
を実施する予定であると伺っている。また、
現地では一部草が繁茂している状況を踏ま
え、速やかに潮来土木事務所へ対応を依頼し
た。あやめ園においては、今後イベントの開
催が予定されていることから、その前に草刈
りを行い、園内を綺麗な状態に整えていく。
利活用の方針については、決定次第、随時報
告する。

付託された案件
　条例改正　2件
　補正予算　2件

 主な質疑
潮来市都市公園条例の一部改正について

問　�繰入金　基金繰入金
　　太陽の恵み基金繰入金4,000千円
　　�基金が教育分野に使われている事業はどこに

あたるのか伺う。
答　�太陽の恵み基金繰入金は、歳出の英語指導助
手配置事業425万6,000円のうち、400万円
に充当される予定である。

問　教育費　学校管理費　工事請負費
　　�潮来第一中学校保健室空調機更新工事
　　1,231千円
　　現状について伺う。
答　�老朽化が原因である。風は出てくるが、基板
の交換ができないため更新工事となった。

問　�給食食材費高騰対策事業補助金1,148千円
　　内容を伺う。
答　�私立認定こども園８園、７月現在児童一人
2,000円を補助するものである。

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第2号）
〔所管科目〕

委員会審査

 所管に関する質問
　問　�敬老のお祝いについて、補助金なしで各自治

体独自で行っているところもある。来年度補
助金の検討をしていただきたいがいかがか。

　答　�本年度は記念品を送付する。様々な意見が
寄せられていることから、区長会において
も意見の取りまとめをお願いしている。

　問　�イノシシ対策について、農作物被害はある
が、人的被害はあるのか伺う。

　答　�人的被害はない。近隣市でも聞いていない。
再問　�イノシシ被害が増える中、早期対応が必要

である。罠猟の免許取得に対する補助金の
交付は考えられているのか伺う。

　答　�来年度予算に関わるため、周辺市町村の動
向を見ながら対応を検討していく。

付託された案件
　条例制定　2件、条例改正　2件
　補正予算　4件、請願　　　2件

9/16 9/12



令和７年10月　潮来市議会だより 200 号21

8月8日開催

・質問をするために話を短時間でまとめて再質問する事が難しかったです。
・�議員さんや子供議員さんと交流することができ、楽しかったです。
・�初めて議場に入り、本格的な場所でこども議会をすることができてとても良い経験になったと思いま
した。今まではあまり市議会などについて自分から知ろうと思う機会がなかったけど、子ども議会が
市議会などの、自分たちの市についての話合いなどに興味を持つきっかけになりました。
・�人前に立って自分の意見を発信することはとても緊張しましたが、質問を通して自分の思いや考えを
市に伝えられることができて良かったです。また、自分だけじゃなく、他の人の質問を通して色々な
回答があり、潮来市について詳しく知ることができたので良かったです。
・�質問したことや実現してほしいこと、伝えたいことが大人の人たちに伝えられるという滅多にできな
いことができてとてもいい経験になりました。
・�最初は、初めて議場に入るのが議員さんとして、と言うことに緊張や不安の気持ちがありました。で
すが、同級生の議長や議員さんの堂々とした姿を見て、自分も精一杯意見を言うことができてよかっ
たです。
・�市長さんをはじめとするたくさんの方々に直接質問する機会はなかなかないからとても緊張しまし
た。ですが、議長をしている時、みんなが真剣に質疑応答をしているところを見て、潮来市がもっと
より良くなるんだろうなと思うと、楽しむことができました。
・�みんなの話をしっかり聞いたり、たくさんの人の前ではなしたりするのは緊張したし、いい姿勢でい
るのも腰が痛くて大変だったけど、この経験ができたことはすごいことだと思うので、楽しかった。
・�礼などの動作や普段使わない言葉があったりして難しかった。
・�議会が始まってからは、市長や教育長など大勢の人に見られながら発言をするのは凄く緊張した。リ
ハーサルはあったものの、どのように振る舞えばよいか多少混乱してしまうことがあった。また、他
校の生徒たちの意見から、今まで自分が気づかなかった視点に気づくことが出来た。この経験を今後
の学校生活に生かし、自分の意見をはっきり言えるような人になりたいと思う。

たくさんの感想をいただきました！一部をご紹介します。

深掘り！

アンケートにご協力いただいたこども議員の皆さん、ありがとうございました！

こ ど も 議 会

Q１ こども議会に参加した理由は？ Q２ こども議会に参加してみてどうでしたか？

Q３ こども議会の感想は？

面白そうだから
（2名）

生徒会役員だから
（6名）

先生にお願い
されたから（6名）

その他
（1名）

とても楽しかった
（3名）

まあまあ楽しかった
（1名）

難しかったけど
楽しかった（6名）

緊張した
（9名）

（複数回答可） （複数回答可）
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議員全員の賛同により、第3回定例会にて発議し、国に意見書を提出することが可決されました。
この2件の意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、潮来市議会として提出します。

ひきこもり基本法の制定を求める意見書
　内閣府が2023年３月に公表した「子ども・若者の意識と生活に関する調査」によると、ひきこも
り状態にある人は、15歳から64歳までの年齢層の約２％、146万人に及ぶと推計されており、幅広い
世代のニーズに対応した支援が求められている。
　また、KHJ全国ひきこもり家族会連合会の調査などによると、ひきこもり状態の人のうち40代と50
代が全体の４割を占めているほか、ひきこもり期間が10年以上となるケースが最も多いなど、ひきこ
もりの高齢化や長期化が進んでおり、80代の親が50代の子を支える、いわゆる「8050問題」をはじ
め大きな社会問題となっている。
　ひきこもり支援に関係した法整備については、2010年に施行された「子ども・若者育成支援推進
法」があるが、対象が40歳未満という若者世代に限られており、また2015年に施行された「生活困
窮者自立支援法」は対象を「現に経済的に困窮し最低限度の生活を維持することができなくなるおそ
れのある者」に限定していることから、それぞれの法の隙間で支援を受けることができないケースが
生じている現状がある。
　また、国においては、ひきこもり支援の核として、2022年度から、相談支援・居場所づくり・ネッ
トワークづくりを一体的に実施する「ひきこもり支援ステーション事業」を開始したものの、実施は
一部の市町村にとどまっている。
　このような状況を踏まえ、ひきこもり状態にあるすべての世代の人を支援対象とするとともに、必
要な施策や支援体制等を明文化し、ひきこもりの人が全国どこでも必要な支援を受けられるよう国に
対して、ひきこもり支援基本法の制定を強く要望する。下記に、その要望の基本を提示する。

記

　１．�ひきこもり状態にある当事者、それを抱える家族に対して、当該者のニーズに応えた寄り添い
型の支援体制を整えること。

　２．�「子ども・若者育成支援推進法」「生活困窮者自立支援法」を柔軟に運用し、ひきこもり状態の
人への具体的な支援が届くようにすること。

　３．�当面、厚労省「ひきこもり支援推進事業」を全国の自治体が法的義務として受け止め取り組め
るようにすること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき国の関係機関への意見書を提出いたします。

令和７年９月24日
茨城県潮来市議会

意見書提出　 国に意見書を提出

提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・内閣官房長官・厚生労働大臣・
孤独孤立対策担当大臣・財務大臣
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提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書
　学校現場では、子どもの貧困・いじめ・不登校、教職員の長時間労働や未配置など、解決すべ
き課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間
を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや　学校の働き方改革を実現
するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。
　2021年3月の義務標準法改正により、小学校の学級編制標準は2025年度までに35人に引き下
げられました。また、中学校においては2026年度から引き下げる方針となっています。今後は、
高等学校での早期実施と、きめ細かい教育をすすめるために、さらなる学級編制標準の引き下
げ、少人数学級の実現が必要です。
　義務教育費国庫負担制度については、2006年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下
げられました。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、
自治体間に教育格差が生じることは大きな問題です。子どもたちが全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であり、国の施策として定数改善にむけた財源
保障をし、ゆたかな子どもの学びを保障するためにも、国庫負担制度の堅持、さらには国庫負担
率２分の１への復元が必要です。
　今国会では、学校の働き方改革の推進と教員の処遇改善をはかるとして、給特法等の一部改正
法案が国会に提出されています。法案では、学校の働き方改革について、自治体での体制整備が
はかられるものの、「業務の３分類」をはじめ実行は自治体ごとの対応となっています。確実な推
進のためには、国による財源や人の配置などの支援が不可欠です。
　こうした観点から、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、
地方自治体が計画的に教育行政をすすめることができるように、下記の措置を講じられるよう強
く要請します。 

記
　１．�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増

など、教職員定数改善を推進すること。
　２．�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財源を確保した上で義務教育費国庫

負担制度を堅持すること。
　３．�自治体の実効性のある働き方改革を実行するために必要な予算措置を講じること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。
令和７年９月24日
茨城県潮来市議会

議員活動　

▪会 　 場　兵庫県立円山川公苑特設会場
▪開 催 日　令和７年９月27日（土）～28日（日）
▪内　　容　�本大会は、ボート競技を通じて参加市町村住民の健康増

進と、競技の普及・発展を目指すものです。
　　　　　　�潮来市議会チームは惜しくも予選4位という結果となりま

したが、白熱したレースが繰り広げられました。
　　　　　　�水面をかける熱戦と心をつなぐ交流のひとときが、地域

の絆として水上にしっかりと刻まれました。
　　　　　　ご参加・ご協力いただきましたみなさま、本当にお疲れ様でした！

第34回全国市町村交流レガッタ豊岡大会
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▲動画サイト

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ
んの生活に直結した重要な問
題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひお越
しください。
　開催日当日、２階総務課で
受付しています。

※�基本的な感染症対策にご協
力をお願いいたします。

次の定例会は

12月2日火
開会予定

�会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。

議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後の4月、7月、10月、1月に発
行します。
　各区で配布されたり、市内のコンビニ、銀
行、公共施設（図書館や公民館）にもござい
ますので、ぜひご覧ください。

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。

　9月27日～28日に兵庫県豊岡市において、
第34回全国市町村交流レガッタ豊岡大会が開
開催され、潮来市からは市議会をはじめ5ク
ルーが参加しました。出場クルー：部長・課
長、ａｇｅ4567、ソフバ!!、鹿行広域事務組
合消防本部、あやめ（市議会）ボート競技を
超えて地域間の交流が深まり、スポーツ・経
済・文化を通じた新たな繋がりが生まれました。

第34回全国市町村交流レガッタ豊岡大会
表紙の説明


